
資料５ 

 
全国水平社創立宣言 100 周年を契機とした人権文化の推進の取組（報告） 

～「誰一人取り残さない多様性と包摂性のある社会」を目指して～ 

 
 

 

 

 

 
＜主な取組＞ 

○ 人権情報誌「きょう☆COLOR」において，水平社創立宣言１００周年を記念した特

集記事（別紙１参照）を掲載（令和３年１２月） 

 

○ 人権パネル展「人の世に熱あれ，人間に光あれ。～全国水平社創立宣言 100 周年

を迎えて～」を開催（別紙２参照） 

期間 令和３年１２月７日（火）～１４日（火） 

場所 ゼスト御池 寺町広場 

 

○ （公財）世界人権問題研究センターの季刊誌「GLOBE」『全国水平社創立１００周年

記念号』（別紙３参照）を発行（令和４年１月） 

 

○ 京都市人権資料展示施設における特別展等を開催（別紙４参照） 
＜「ツラッティ千本 ※ 」・「柳原銀行記念資料館」共同特別展＞ 

テーマ：『人の世に熱あれ 人間に光あれ 

～奈良で産声をあげ，京都で決起した全国水平社～』 

期   間：令和４年３月２日（水）～３月３１日（木） 

 

 

 

 

 

＜記念シンポジウム＞ 

テーマ：京都で決起した全国水平社を南，桜田と寺田から読み解く 

開催日：令和４年３月１２日（土）午後１時３０分～３時３０分 

場 所：キャンパスプラザ京都 

京都市人権文化推進計画令和３年度事業計画に基づき，大正１１（１９２２）

年３月３日に，日本初の人権宣言といわれる全国水平社創立宣言が発せられてか

ら１００周年となることを契機に，誰ひとり取り残さない共生社会の実現のため

の基本となる人権の大切さを考え，人権文化の推進につながる啓発活動を実施 

ツラッティ千本は，元楽只小学校跡地（北区）に，子育て支援や人権啓発，芸術活動な

どの６施設※を集約し，地域の新たな「子育て・人権・文化芸術の拠点」として開設され

た「ふれあい共生館」に，令和３年度に移転。 

※ ツラッティ千本，北いきいき市民活動センター，京都市楽只児童館，京都市楽只保育所， 

HAPS スタジオ天才アート KYOTO アトリエ 
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